
県
内
３
団
体
に
要
請
書
提
出

県
内
３
団
体
に
要
請
書
提
出

県
内
３
団
体
に
要
請
書
提
出

─2015Syuntoふれあいファミリーデー──2015Syuntoふれあいファミリーデー──2015Syuntoふれあいファミリーデー─

写真左から経営者４団体要請、徳島県要請、労働局要請

「核兵器廃絶1000万署名」に協力

組合員や家族など約1,000人が参加

寒風吹く中、各構成組織から約1,000人が結集

徳島市内中心部デモ行進

月例賃金の安定的かつ継続的な引き上げを要求

デ
フ
レ
か
ら
脱
却
　
経
済
の
好
循
環
確
立
を

デ
フ
レ
か
ら
脱
却
　
経
済
の
好
循
環
確
立
を

春
闘
勝
利
に
向
け
デ
モ
行
進

連合
徳島の活動アピール

　
連
合
徳
島
と
春
闘
県
共
闘
会
議
は
、労
働
局
、

徳
島
県
、経
営
団
体
の
３
団
体
と
２
０
１
５
春

闘
に
関
わ
る
政
策
・
制
度
要
求
の
要
請
行
動（
交

渉
）を
行
い
、要
請
書
を
提
出
。働
き
方
改
革
、雇

用
対
策
や
非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善
、賃
上

げ
で
景
気
の
底
支
え
等
を
訴
え
た
。

 ４月10日（金）
・2015中小春闘勝利・未解決組合支援
　　　　4．10徳島総決起集会（ふれあい健康館）
 
５月１日（金）
・第86回徳島中央メーデー（御成婚広場）

◎

◎

 　
連
合
徳
島
は
、
３
月
６
日

に
労
働
局
、 

徳
島
県
、
３
月
12

日
に
経
営
団
体
に
対
す
る
要
請

行
動
を
行
い
、
執
行
部
と
徳
島

県
中
小
労
働
対
策
本
部
、
女
性

委
員
会
の
代
表
が
参
加
し
た
。

　

経
営
団
体
に
対
す
る
要
請
行

動
で
河
村
議
長
は
「
２
０
１
５

春
季
生
活
闘
争
は
、
月
例
賃
金

の
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
引
き

上
げ
で
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱

却
、
経
済
の
好
循
環
で
社
会
全

体
の
底
上
げ
・
底
支
え
・
格
差

是
正
が
重
要
課
題
で
あ
り
、
非

正
規
労
働
者
、
地
場
中
小
・
零

細
で
働
く
仲
間
も
含
め
て
の
賃

金
引
き
上
げ
、
時
間
短
縮
、
政

策
・
制
度
の
３
本
柱
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
政
策
・
制
度
面
で

は
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改

悪
を
許
さ
ず
、
働
く
者
の
命
と

雇
用
を
守
り
、『
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ

Ｈ
Ｅ 

格
差
社
会  

暮
ら
し
の
底

上
げ
実
現
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第

３
弾
の
取
り
組
み
と
、Ｇ
Ｐ
Ｉ

Ｆ
の
運
用
問
題
に
関
連
し
た

『
年
金
積
立
金
は
だ
れ
の
も
の
』

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い

く
。」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
に

対
し
経
営
側
は
要
請
行
動
の
趣

旨
は
充
分
に
理
解
し
て
い
る

が
、
県
内
の
中
小
、
小
規
模
事

業
者
に
と
っ
て
は
景
気
回
復
の

実
感
は
な
く
数
字
と
し
て
表
れ

て
い
な
い
。
現
実
は
厳
し
い
と

難
色
を
示
し
た
。
労
働
局
、
徳

島
県
要
請
行
動
に
つ
い
て
は
、

経
済
の
好
循
環
に
向
け
た
産
業

政
策
と
雇
用
政
策
の
一
体
的
推

進
、
雇
用
の
安
定
と
公
正
な
労

働
条
件
の
確
保
、
公
正
な
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
の
確
立
、「
全
世
代

支
援
型
」
社
会
保
障
制
度
の
推

進
、労
働
環
境
・
条
件
の
改
善
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
軸

に
要
請
し
意
見
交
換
を
行
っ

た
。                  

　

連
合
徳
島
、徳
島
県
春
闘

共
闘
会
議
、県
民
と
働
く
者

の
と
く
し
ま
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会
は
３
月
15
日
、板
野

町
の
あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島

で
、２
０
１
５
Ｓ
ｙ
ｕ
ｎ
ｔ

ｏ
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ

ー
を
開
催
し
、あ
い
に
く
小

雨
も
よ
う
の
中
で
は
あ
っ
た

が
、連
合
徳
島
各
構
成
組
織

の
組
合
員
や
家
族
な
ど
約
１

０
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、河
村
会

長
か
ら
連
合
徳
島
の
取
り
組

ん
で
い
る
活
動
内
容
を
紹
介

し
、今
春
闘
を
取
り
巻
く
情

勢
と
す
べ
て
の
働
く
者
の
月

例
賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と

で
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
、経

済
の
好
循
環
確
立
に
つ
な
げ

　

徳
島
県
春
闘
共
闘
会
議（
連

合
徳
島
）は
、３
月
６
日
藍
場
浜 

公
園
で
、２
０
１
５
春
季
生
活

闘
争
勝
利
３
・
６
徳
島
県
総
決

起
集
会
を
開
催
し
、各
構
成
組

織
か
ら
約
１
０
０
０
人
が
参
加

し
た
。

　

冒
頭
、主
催
者
を
代
表
し
、河

村
共
闘
会
議
議
長
は「
す
べ
て

の
働
く
者
の
月
例
賃
金
を
引
き

上
げ
、社
会
全
体
の
底
上
げ
や

底
支
え
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。デ
フ
レ
か
ら
脱
却

し
、経
済
の
好
循
環
を
確
立
す

る
た
め
に
、共
同
連
携
を
強
め
、

社
会
全
体
に
波
及
す
る
よ
う
団

結
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。政

策
・
制
度
は
、労
働
者
保
護
ル

ー
ル
改
悪
の
問
題
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
働
く
者
の
命
と
雇
用

を
守
る
た
め
、『
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ

Ｈ
Ｅ 

格
差
社
会  

暮
ら
し
の
底

上
げ
実
現
』キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第

３
弾
と
、Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
が
運
用
し

て
い
る
私
た
ち
の
年
金
積
立
金

に
関
す
る『
年
金
積
立
金
は
だ

れ
の
も
の
』キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、第
18
回
統
一
地
方
選
挙

は
、政
策
実
現
に
向
け
、重
要
な

戦
い
で
あ
り
、連
合
徳
島
推
薦
・

支
持
候
補
全
員
の
当
選
を
め
ざ

し
、全
力
を
結
集
す
る
。」と
あ

い
さ
つ
。続
い
て
、森
本
共
闘
会

議
事
務
局
長
か
ら「
徳
島
県
春

闘
共
闘
会
議
は
、２
０
１
５
春

季
生
活
闘
争
方
針
に
基
づ
き
、

ヤ
マ
場
を
迎
え
る
大
手
の
交
渉

を
支
援
し
、中
小
・
地
場
の
闘

争
に
繋
げ
て
い
く
た
め
、今
後

の
取
り
組
み
を
確
認
し
、意
思

統
一
を
図
る
と
す
る
方
針
と

『
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
』

の
趣
旨
を
生
か
す『
過
労
死
ゼ

ロ
』宣
言
」が
提
起
さ
れ
た
。そ

の
後
、各
部
会
か
ら
決
意
表
明

が
あ
り
、小
畑
連
合
徳
島
青
年

委
員
会
委
員
長
が
、総
決
起
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
提
起
し
全
体
の

拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。最
後
に
、

河
村
共
闘
会
議
議
長
の
団
結
が

ん
ば
ろ
う
で
集
会
を
閉
じ
た
。

集
会
終
了
後
、徳
島
市
内
中
心

部
デ
モ
行
進
を
行
い
、２
０
１

５
春
闘
勝
利
に
向
け
気
勢
を
上

げ
た
。

よ
う
と
呼
び
か
け
た
あ
と
、

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
大

抽
選
会（
東
北
３
県
の
物
産

品
が
景
品
に
）を
午
前
・
午

後
２
回
行
っ
た
。

　

メ
イ
ン
の
催
し
物
と
し
て
、

妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
・
ジ
バ
ニ
ャ
ン
・

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
が
上

演
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
の
歓

声
が
響
き
渡
り
、記
念
写
真

に
は
長
い
行
列
が
で
き
た
。

　

な
お
、会
場
に
お
い
て
、核

兵
器
廃
絶
１
０
０
０
万
人
署

名
の
協
力
も
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、労
働
・
生
活
相
談

ブ
ー
ス
の
設
置
、女
性
委
員

会
・
青
年
委
員
会
に
よ
る
綿

菓
子
や
ド
リ
ン
ク
の
販
売
等

を
行
い
、多
く
の
参
加
者
で

賑
わ
っ
た
。
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古賀会長を囲んで記念撮影

記者会見に臨んでいる古賀会長

各構成組織・団体から60人が参加

差別のない社会づくりに向け団結ガンバロー

アピールウォークに30人が参加

連
合
徳
島

青
年
・
女
性
委
員
会

連
合
徳
島
女
性
委
員
会
が
街
宣

が
古
賀
会
長
と
直
接
対
話

狭
山
再
審
闘
争
を
軸
に

男
女
平
等
社
会
実
現
を
ア
ピ
ー
ル

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
が
主
役
で
意
見
交
換

あ
ら
ゆ
る
差
別
撤
廃
と
人
権
確
立
へ

労
働
運
動
の
活
性
化
と
連
合
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を

労
働
運
動
の
活
性
化
と
連
合
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を

労
働
運
動
の
活
性
化
と
連
合
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を

　

第
36
回
部
落
解
放
徳
島
地
方

共
闘
会
議
総
会
が
、
３
月
20
日
、

阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

各
構
成
組
織
・
団
体
か
ら
代
議

員
60
人
（
う
ち
委
任
状
４
人
）

が
参
加
し
た
。

　

総
会
は
、
橋
本
副
議
長
（
解

放
同
盟
）
の
開
会
あ
い
さ
つ
で

始
ま
り
、
議
長
に
渡
邊
代
議
員

（
全
水
道
徳
島
水
道
労
組
）
を

選
出
後
、
共
闘
会
議
を
代
表
し

て
河
村
議
長
（
連
合
徳
島
会

長
）
は
「
狭
山
事
件
発
生
か
ら

ま
も
な
く
52
年
が
経
過
す
る
。

こ
れ
ま
で
21
回
に
わ
た
る
三
者

協
議
が
開
か
れ
、
証
拠
開
示
が

行
わ
れ
た
が
、
検
察
は
殺
害
現

場
を
特
定
す
る
た
め
の
、
重
要

「
３
・
８
国
際
女
性
デ
ー
」
は
、

１
８
５
７
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
工
場
で
起
こ
っ
た
火
災
事
故

で
多
く
の
女
性
が
亡
く
な
っ
た

こ
と
を
受
け
、
３
月
８
日
に
低

賃
金
や
長
時
間
労
働
に
抗
議
す

る
集
会
が
開
か
れ
た
こ
と
が
始

ま
り
で
あ
る
。
こ
の
集
会
に
参

加
し
た
女
性
た
ち
は
、
賃
金
改

善
と
よ
り
よ
い
生
活
を
求
め
る

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
パ
ン
」
と

「
バ
ラ
」
を
掲
げ
た
。
「
パ

ン
」
は
賃
金
や
労
働
条
件
の
向

上
を
表
し
、
「
バ
ラ
」
は
女
性

の
尊
厳
や
人
権
の
確
保
を
表
す

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
３
月
８
日
は
国
連
に
お
い

て
「
女
性
の
権
利
と
平
等
の
た

め
に
闘
う
日
」
と
位
置
付
け
ら

れ
た
。
連
合
は
「
３
・
８
国
際

女
性
デ
ー
」
全
国
統
一
行
動
と

し
て
全
国
で
行
動
を
展
開
し
て

い
る
。 

　

３
月
８
日
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
に

て
連
合
徳
島
女
性
委
員
会
や
各

団
体
の
代
表
者
が
リ
レ
ー
ト
ー

ク
を
行
っ
た
。
連
合
徳
島
女
性

委
員
会
を
代
表
し
て
、
登
壇
し

た
下
委
員
長
は
「
男
女
間
格
差

の
な
い
男
女
平
等
社
会
の
実

現
」
を
訴
え
た
。
約
30
人
が
ビ

ラ
を
配
布
し
、
活
動
の
象
徴
で

あ
る
バ
ラ
の
花
を
片
手
に
、
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
な
が
ら

阿
波
観
光
ホ
テ
ル
ま
で
ア
ピ
ー

ル
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
。
一
人
ひ

と
り
の
行
動
で
、
県
民
に
ア
ピ

ー
ル
し
た
。

　

続
い
て
、
14
時
か
ら
阿
波
観

光
ホ
テ
ル
４
階
で
記
念
講
演
・

集
会
を
開
催
し
、
約
40
人
が
参

集
し
た
。

　

最
後
に
、
ア
イ
女
性
会
議
事

務
局
長
高
開
千
代
子
さ
ん
よ
り

ア
ピ
ー
ル
を
提
起
し
、
採
択
さ

れ
、
閉
会
し
た
。

第
４
次
男
女
平
等
参
画

推
進
計
画

　
　

  

〜
３
つ
の
目
標
〜

１
、
働
き
が
い
の
あ
る
人

間
ら
し
い
仕
事
（
デ
ィ

ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
）
の

実
現
と
女
性
の
活
躍
の

促
進 

２
、
仕
事
と
生
活
の
調
和 

３
、
多
様
な
仲
間
の
結
集

と
労
働
運
動
の
活
性
化 

な
捜
査
書
類
に
つ
い
て
は
、
未

だ
、
不
見
当
と
回
答
し
納
得
で

き
る
説
明
も
し
て
い
な
い
。
い

ず
れ
に
し
て
も
こ
の
三
者
協
議

は
さ
ら
な
る
証
拠
開
示
、
事
実

調
べ
実
現
へ
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、
今
が
再
審
実
現
へ
の
正
念

場
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
取
り
組

み
を
展
開
し
よ
う
。
ま
た
、
足

利
事
件
や
布
川
事
件
の
再
審
無

罪
、
大
阪
地
検
特
捜
部
検
察
官

に
よ
る
証
拠
の
改
ざ
ん
事
件
な

ど
が
あ
り
、
え
ん
罪
を
防
止
し

誤
判
を
正
す
た
め
、
『
公
正
な

証
拠
開
示
』
を
強
く
求
め
運
動

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
部

落
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
撤
廃
と
人
権
確
立
へ
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
あ
い
さ

つ
。

　

続
い
て
、
松
岡
事
務
局
長

（
連
合
徳
島
）
か
ら
１
年
間
の

活
動
報
告
・
決
算
報
告
、
池
本

会
計
監
査
（
連
合
徳
島
）
か
ら

監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
当

面
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
①

部
落
問
題
・
人
権
問
題
に
つ
い

て
の
学
習
・
教
宣
活
動
の
推
進

②
世
界
人
権
宣
言
の
具
体
化
、

「
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
法

を
活
用
し
た
取
り
組
み
③
部
落

解
放
・
人
権
政
策
確
立
の
取
り

組
み
④
就
職
・
雇
用
に
お
け
る

差
別
撤
廃
と
公
正
な
ワ
ー
ク
ル

ー
ル
確
立
⑤
狭
山
第
三
次
再
審

闘
争
の
取
り
組
み
等
を
軸
と
し

た
活
動
方
針
、
予
算
（
案
）
が

提
案
さ
れ
、
全
体
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
で
は
新
事

務
局
長
に
連
合
徳
島
の
板
東
副

事
務
局
長
が
就
任
し
た
。

　

最
後
に
、
富
永
副
議
長
（
平

和
セ
ン
タ
ー
）
の
閉
会
あ
い
さ

つ
、
河
村
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
三
唱
で
総
会
を
閉
じ
た
。

　

連
合
は
、
２
０
１
４
年
度
活

動
計
画
で
提
起
し
た
「
新
た
な

対
話
活
動
」
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
古
賀
会
長
が
全
国

各
地
へ
出
向
き
、
次
世
代
を
担

う
若
い
世
代
の
組
合
員
と
直
接

対
話
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働

運
動
お
よ
び
連
合
運
動
の
継
承

と
と
も
に
、
地
域
の
若
手
組
合

リ
ー
ダ
ー
が
抱
え
る
課
題
や
労

働
運
動
に
対
す
る
思
い
を
聞

き
、
今
後
の
連
合
の
活
動
に
活

か
す
こ
と
を
目
的
に
、『
Ｋ
Ｎ

Ｔ
47
』（Koga 　

Newleader 
Talk

）
を
展
開
し
て
い
る
。

　
「
古
賀
会
長
と
ニ
ュ
ー
リ
ー

ダ
ー
の
直
接
対
話
Ｋ
Ｎ
Ｔ　

in

徳
島
」
対
話
集
会
は
２
０
１
５

年
３
月
14
日
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン

ト
徳
島
で
開
催
さ
れ
、
連
合
徳

島
青
年
委
員
会
・
女
性
委
員
会

16
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、連
合
徳
島
河
村
会
長

か
ら「
徳
島
は
43
番
目
の
開
催

で
あ
り
、皆
さ
ん
が
日
頃
考
え

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
率
直
な

意
見
を
交
換
し
て
ほ
し
い
。」と

あ
い
さ
つ
。参
加
者
自
己
紹
介

の
後
、古
賀
会
長
か
ら「
今
日
は

皆
さ
ん
が
主
役
で
あ
り
、ご
意

見
、ご
質
問
に
答
え
て
い
き
た

い
。労
働
運
動
の
活
性
化
に
は
、

組
合
役
員
が
も
っ
と
組
合
員
へ

近
づ
き
、対
話
を
し
て
い
く
事

が
必
要
。原
点
に
返
り
、人
と
人

と
の
対
話
を
行
い
た
い
。」と
挨

拶
・
問
題
提
起
。そ
の
後
、ニ
ュ

ー
リ
ー
ダ
ー
か
ら
は「
職
場
が

忙
し
く
組
合
員
同
士
で
の
話
を

す
る
場
所
・
時
間
が
な
い
。」

「
若
年
層
だ
け
で
な
く
組
合
全

体
の
底
上
げ
が
必
要
。」「
職
場

で
の
問
題
が
多
様
化
し
て
お
り
、

連
合
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
」

な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。最
後

に
全
員
で
記
念
撮
影
し
対
話
集

会
は
終
了
し
た
。
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